
令和７年度（2025 年）理事会・総会  

と き：2025 年 5 月 26 日（月）16:00～ 

ところ：宮崎市民活動センター 大会議室   

 

公益社団法人 生賴範義記念 宮崎文化推進協会 

令和 7 年度（2025 年） 年次総会 
 

１． 開会あいさつ 

 

２． 出席者確認（定数確認） 

 

３． 議事録署名人の選出 

 

４． 協議事項 

 

第一号議案 令和 6 年度事業報告 に関する件 

 

第二号議案 令和 6 年度決算報告に関する件 

 

第三号議案 役員人事に関する件 

 

第四号議案 令和 7 年度事業計画案に関する件 

 

第五号議案 令和 7 年度収支予算案に関する件 

 

第六号議案 生賴作品の当法人の寄贈に関する件 

 

             その他 

 

５．閉会のあいさつ 



令和７年度理事会及び総会議決 
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はじめに 

【環境認識】 

 アメリカ大統領令に起因する世界的な分断は経済のみならず世界各地において、また様々な

分野において加速している。 

 SDGｓ「持続可能な開発目標」という概念は、日本国内では拡がりを見せているものの、一部

の大手企業や、行政等が取り組んではいるものの、実質的には目標達成が危ぶまれている。芸

術文化に関しても、パートナーシップや質の高い教育といった〝錦の御旗〟とは乖離しており、

SNS上での言論でも様々な〝分断〟を助長する危険性を孕んでいる。 

 芸術文化の価値観も時代とともに変わりつつあり、半世紀前は軽んじられていたアニメやコ

ミックが流行の先端を独占するような動きもあり、文化・芸術への理解や参画も大きく変化し

つつある。 

この急激な変化の中、本質的なことを見失うことのないよう、文化・芸術に対する県民の意

識の醸成、またこれらの活動に携わる人材の確保は大きな地域課題の一つとなっている。 

当法人は、芸術文化の普及及び人材育成に努め、より広く活動の幅を広めていくことが時代に

即したものであることを自負し「民間による自発的な文化・芸術活動」を推進し「魅力ある地域

社会を創造する」ことを念頭におき、民間公益活動の質と量を高めていくことが重要であると

認識している。 

 以上の環境認識のもと、令和６年度事業の事業を、前出の理念を活動の柱に据え、新しいイラ

ストレーションに取り組む若者を顕彰する「第５回生賴範義 賞」の開催を筆頭に、生賴範義が

遺した作品の保存、展示、調査研究を行った。 
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【基本方針】 

故・生賴範義氏が遺したイラスト及び絵画作品を保存・保管に努めると共に、宮崎県内での展示

会等を企画し、文化・芸術に携わる若手の人材育成と県民の文化に対する意識の醸成を企図する

ことで、地域社会の発展に寄与することを目的として令和５年度も次の３項目を軸に事業を実施し

た。 

１） 展覧会の開催、常設の展示会場の設置実現に向けての計画策定

２） 故・生賴範義氏の作品・約３，０００点の保存及び調査研究

３） 若手アーティスト育成のための支援

【令和６年度事業報告】 

基本方針に基づき、宮崎県の芸術・文化を取り巻く環境変化・課題を適切にとらえつつ、以下

の具体的活動を積極的に推進した。 

１） 展覧会の開催、常設の展示会場の開催、設置・実現に向けての計画策定

・年１回１カ月程度の展覧会の開催

・常設展示会場の設置に向けての調査研究、提言活動

・宮崎県内からの生賴作品に関する情報の発信

２） 故・生賴範義氏の作品・約３，０００点の保存及び調査研究

・故・生賴範義氏が遺したイラスト及び絵画作品の製作年度の調査

・イラスト及び絵画作品の製作目的の解明

・イラスト及び絵画作品の保管場所の確保し、研究を継続。

３） 若手アーティスト育成のための支援

・芸術文化のさらなる普及を目指し第５回「生賴範義賞」を実施。その準備及び関係機関

との連携を図って事業実施に取り組んだ。 

・将来のアーティストと成りえる人材の育成に係る課題と取組について議論を深めた。

「事業実施内容」 

〈公益事業〉 

１． 故・生賴範義氏の遺した作品の普及・啓発を目的とし、展覧会を企画すると共に、常設展

示会場の設置に関する事業（公１） 

（１）展覧会「生賴範義展（公１－①）」主催   延岡城・内藤記念博物館 

① 実施時期 令和６年５月３日（土）～６月１６日（日）

実施場所 延岡城・内藤記念博物館

入場者  ３，４００人(原画６４点展示)

事業内容 生賴氏がイラストレーターとして制作した数千点の作品の中から選り
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すぐりの代表作を展示し、50 年にわたる画業生活を一望できる展覧会を延岡市

で開催。『ゴジラ』や『スター・ウォーズ』などの映画ポスター、書籍の装幀画、戦史・

戦記、広告用の挿絵など、幅広いジャンルを網羅し、印刷物として誰もが一度は目

にしているであろう作品の原画を間近で鑑賞できる機会とした。 

 

 （２）常設展示場設置（公１－③） 

実施時期 令和６年４月１日～令和７年３月３１日 

実施場所 みやざきアートセンター３階（受付前） 

事業内容 生賴氏のイラストレーション作品の中から、これまでに紹介していない

作品を展示。１か月ごとに展示替えをし、展覧会や図録とは異なる視点から作品を

選び、鑑賞してもらう。ＳＮＳでもコンスタントに発信を行い、生賴氏と作品につい

ての認知度向上をはかった。 

 

（３） 故・生賴範義氏の遺した作品の保存及び調査研究に関する事業（公１－②） 

１生賴範義作品の調査研究 

現在、故・生賴範義氏のアトリエに保管されているイラスト・及び絵画 

作品の詳細（制作年度、制作の目的、画材等）を調査し後世に遺していく資料として整

備するための調査研究を行った。 

みやざきアートセンター収蔵庫で年間通しての確認作業。 

2生賴作品保存のための施設設置の計画策定 

前項の作品を保存、保管していくための施設を確保するための計画策定に着手し、関

係機関との協議を行った。 

 

２．若手アーティスト育成のための支援に関する事業（公２） 

（１）第５回「生賴範義賞」の企画・運営 

芸術文化のさらなる普及を目指し、「生賴範義賞」を実施。受賞者発表会等を開催 し

て若手アーティストとイラスト分野における産業との幅広い連携を図る契機とした。

（公１－③）の展示の開催と連動し実施した。 

 

 

●会期： 2024年 10月 12日（土）～10月 27日（日）＜16日間＞ 10：00～18：00  

※休館日なし 

（応募期間：2024年 7月 12日(金)～15日(月祝)＜4日間＞） 

 

●会場： みやざきアートセンター5階 （常設展示室） 

 

●入場料： 無料（出品料：無料） 

 

●動員： 作品展入場者 2,006人 （同時開催の第 49回宮崎市美術展の入場者に準ずる） 

作品応募総数   56点 （一般部門 出品数 43点・出品者数 36名／高校生部門 13点・13名） 
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●企画目的： 

 宮崎市に居を構え、2015 年に他界したイラストレーター生賴範義氏（宮崎県文化賞・宮崎市功績者

表彰、文化庁映画賞受賞）の名を冠した賞を開催することで、氏の偉業と功績を後世に伝えると共に、

次世代のイラストレーターを育成する。募集作品のテーマを撤廃し、自由な創造性で描かれたイラスト

レーション作品を全国から公募し、受賞作品展を宮崎市美術展と同時開催することで、応募者数と来

場者数の増員に繋げる。 

 

●成果： 

昨年に続き、全国 18 都府県と、新たに国外からの応募もあった。WEB フォーム申込にしたことで、

居住地を気にせず応募できたのではないかと考える。 

芸術系の学科に通っている生徒や卒業生の作品はレベルが高く見応えがあった。送付先を絞って配

布した広報物の効果も考えられるため、継続していきたい。 

 昨年は大賞に相応しい作品が選出されなかったが、今年は審査員の満場一致で大賞作品が選出さ

れた。受賞者は若いながらも生賴氏に多大なる影響を受け、現在も制作に没頭する生活を続けてお

り、生賴範義展の全国巡回会場にも足を運んでいるとのことだった。生賴氏に続く若者を育てる意味

合いでも大変意義深い受賞となった。 

 

●反省 ：  

昨年度に応募資格を40歳未満とする年齢制限を設けた影響か、応募総数は第 3回と比べると大

幅に減少した状況が続き、今年はわずかに増加したとはいえ 56点となった。（1回 24点、2回 67

点、3回 133点、4回 47点）。今後も公募サイトなどを活用し、広く告知していきたい。 

 応募者の中に40歳以上の方がおり、年齢制限の規定は理解しつつ自己解釈で応募したとのことだ

った。また、数名ではあるが、連絡の取れない応募者もいた。公募展である以上、様々な出品者が応

募してくることを想定し、より慎重かつ厳密に運営を行っていきたい。 

 

●内容： 

審査員… 石川 千佳子（審査委員長／放送大学特任教授・宮崎学習センター所長宮崎大学名誉教授）、 

オーライ タロー（画家）、開田 裕治（イラストレーター）、氷川 竜介（明治大学大学院特任教授）、 

樋口 真嗣(映画監督) 

 

応募規定… 高校生以上、40歳未満のアマチュアであること。 

（１）テーマ、画材は自由とする。縦横不問。ただし、平面作品のみとする。 

（２）高校生部門及び一般部門（18歳以上） 

（３）出品料無料。応募に必要な制作費、送料は出品者の負担とする。 

（４）手描きの場合は、73×73cm以内とする。デジタル作品の場合は、A3（29.7㎝×42㎝） 

以上 B2以内。解像度 350dpi以上。 

（５）一人 2点以内。 
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[実施状況（スケジュール）]  

日時 内容 

２

０

２

４

年 

7

月 

12日（金）～15日(月祝) 応募受付期間 

26日（金） 10時～12時 一次審査（データ送付後、リモート審査） 

8

月 

21日（水）～25日（日） 一次審査通過作品応募（原画輸送）期間 

9

月 

10日（日） 14時～17時 二次審査（多目的室にて原画審査）、講評動画撮影 

17日（火）  審査結果発表 

順次  二次審査落選作品発送（着払い） ※ヤマト運輸 

 受賞作品展示 ※長岡センター長 

10

月 

11日（金） 13時～13時半 生賴範義賞表彰式 

12日（土） 10時～ 開幕 （宮崎市美術展同時開催） 

27日（日）  閉幕 

順次  作品撤去・梱包作業 ※長岡センター長 

作品発送（着払い） ※ヤマト運輸 

[記録写真] 

  

 

9/21二次審査 9/21講評動画撮影 10/11表彰式 

 

 

 

10/11表彰式 SNS告知 5Fロビー（展示室前） 

 

 

 

入選作品 受賞作品 展示室・講評動画 
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〈その他事業〉 
４． 関連商品の製作・販売（収１） 

 （１）複製原画等の製作・販売に関する事業 

総務省の規程の変更があり、実施を中断していた、宮崎市のふるさと納税の返礼品の

販売活動を正式に取りやめることした。もともと、公益事業を展開するための事業費を

捻出するために開始した収益事業であったが、既定の変更も見通せないため、収益事

業より撤退することとした。 
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（単位：円）

公１ 公２ 公３ 共通

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0

200,000 0
0 0

5,600 1,030,000 1,560,150 1,521,450 0 0 33,100 0
5,600 800,000 1,560,150 1,521,450 33,100

100,000
30,000 0

100,000 0
0
0
0 0
0 0

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0

0 0 0 0 0 0 0 0
0

0 200,000 0 0 0 0 0
200,000 0

215 30 215 0 0 0 215 215
0 0 0

215 30 215 215 215
0 0

令和６年度（２０２４年度）収支決算書
２０２４年４月１日　～　２０２５年３月３１日

公益社団法人生賴範義記念みやざき文化推進協会

公益目的事業
会計

法人会計
令和６年度

（予算）
令和６度
（決算）

公益目的事業会計（内訳表）

　　　　②特定資産運用益 0

　　　　③受取会費 0

Ⅰ　一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
　　（１）経常収益
　　　　①基本財産運用益 0
　　　　

　　　　④事業収益 1,554,550
（公１）博物館事業 1,554,550
（公２）表彰事業 0

     　　　 正会員受取会費
　　　　　　賛助会員受取会費
　　　　　　名誉会員受取会費

0
0
0

（公３）学習会開催事業 0
収益事業 0

0

0
　　　　⑦受取寄付金

0

　　　　⑤受取補助金 0
0

　　　　⑥受取負担金 0

0

　　　　経常収益計 1,554,765 5,815 1,230,030

　　　　⑧雑収入 215
　　　　　　雑収入 0
　　　　　　受取利息 215

1,560,365 1,521,450 0 0 33,315

収益事業１

215

R6.収支決算書
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（単位：円）

公１ 公２ 公３ 共通

102,464 1,202,000 1,538,382 358,876 1,077,042 0 102,464 0
0 400,000 542,894 18,675 524,219
0 0 0
0 10,000 0
0 0 0

250,000 223,240 20,100 203,140
16,500 20,000 69,220 52,720 16,500

0 0
564 20,000 153,738 153,174 564

0 10,000 8,789 8,789
0 10,000 0
0 0 0
0 160,000 135,000 135,000

84,300 7,000 95,160 10,860 84,300
0 0 0
0 110,000 149,971 149,971
0 35,000 0

1,100 150,000 128,030 126,930 1,100
0 20,000 0
0 0 0
0 0 32,340 32,340
0 0 0
0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0
0 0
0 0
0 0
0 0

公益目的事業会計（内訳表）

　　（２）経常費用
　　　　事業費 1,435,918
　　　      事業費 542,894

公益目的事業
会計

法人会計
令和６年度

（予算）
令和６度
（決算）

　　　　　　運賃 0
　　　　　　旅費交通費 223,240
　　　　　　交際費 52,720

　　　　　　人件費 0
　　　　　　福利厚生費 0

　　　　　　印刷製本費 0
　　　　　　事務用消耗品費 0
　　　　　　諸謝金 135,000

　　　　　　支払報酬 0
　　　　　　通信費 153,174
　　　　　　消耗品費 8,789

　　　　　　租税公課 0
　　　　　　外注費 126,930
　　　　　　資料購入費 0

　　　　　　支払手数料 10,860
　　　　　　新聞図書費 0
　　　　　　水道光熱費 149,971

0
　　　　管理費 0
　　　　　　役員報酬

　　　　　　雑費 0
            地代家賃 32,340

0

　　　　経常費用計 1,435,918 102,464 1,202,000

　　　　　　給与手当
　　　　　　臨時雇賃金 0
　　　　　　退職給付費用

1,538,382 358,876 1,077,042 0 102,464

収益事業１

0
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公１ 公２ 公３ 共通
(96,649) 28,030 21,983 1,162,574 (1,077,042) 0 (69,149) 0

7
0
7 7 7
0
0

0 7 0 0 0 7 0

0
0

0 0 0 0 0 0 0 0
0 7 0 0 0 0 7 0

(96,649) 28,037 21,990 1,162,574 (1,077,042) 0 (69,142) 0
71,000

(96,649) 28,037 (49,010) 1,162,574 (1,077,042) 0 (69,142)
3,415,923 3,415,923
3,443,960 3,366,913

0 0
0 0
0 0

3,443,960 3,366,913

公益目的事業
会計

法人会計
令和６年度

（予算）
令和６度
（決算）

　　投資有価証券評価損益等

　　評価損益等計

　　　当期経常増減額 118,847

公益目的事業会計（内訳表）

　　評価損益等調整前当期経常増減額 118,847
　　基本財産評価損益等
　　特定資産評価損益等

(69,149)1,162,574 (1,077,042) 0

２．経常外増減の部
　　（１）経常外収益

(96,649) 28,030 21,983

　　経常外収益計 7
　　（２）経常外費用

　　　　固定資産売却益
　　　　雑収入 7
　　　　受取利息

　　　当期経常外増減額 7
税引前当期一般正味財産増減額 118,854
法人税・住民税・事業税

　　　　固定資産売却損

　　経常外費用計 0

Ⅲ　正味財産期末残高

収益事業１

　　　当期指定財産増減額
　　　指定正味財産期首額　
　　　指定正味財産期末額

Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　　受取補助金等
　　　一般正味財産への振替額

　当期一般正味財産増減額 118,854
　一般正味財産期首残高
　一般正味財産期末残高

0

P-10



（単位：円）

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

【流　動　資　産】 【3,573,092】 【流　動　負　債】 【206,179】

　現金・預金 3,573,092   未払費用 135,179

　未  払  法  人  税  等 71,000

負　債　合　計 206,179

【株　主　資　本】 【3,366,913】

　[出資金受入金] 2,000,000

　[利益剰余金] 1,366,913

　（その他利益剰余金） 1,366,913

　　繰越利益剰余金 1,366,913

　（うち当期純損失） 49,010

純　資　産　合　計 3,366,913

3,573,092 負債・純資産合計 3,573,092

純　資　産　の　部

貸　借　対　照　表

公益社団法人　生賴範義記念みやざき文化推進協会

令和7年3月31日現在

資　産　の　部 負　債　の　部

第二号議案
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1,560,150

1,560,150

1,435,918

358,876

1,077,042

124,232

102,464

102,464

21,768

215

7 222

21,990

21,990

71,000

-49,010

第二号議案
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金石 哲男

kanaishi@umk.co.jp

宮崎市下北方町塚原 5792-4
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令和７年度（２０２５年度）事業計画書（案） 
 

令和７年度 年次総会 議決 

 

令和７年度（２０２５年度） 

 

事業計画書（案） 
 

２０２５月４月 １日から 
２０２６年３月３１日まで 

公益社団法人 生賴範義記念 みやざき文化推進協会 

 
 

はじめに 

【環境認識】 

 世界的な物価の上昇に対し、一般市民の経済的な負担が増す中、国内だけでなく

世界各国、また国内での格差が広がる傾向にある。経済的な価値観だけでなく、イ

デオロギーや思想に関する分断も広がりつつあり、多くの人々が危機感をこれま

でになく持ち始めている。 

このような状況下で、特に次世代を担う若者たちの文化芸術に関する人材育成

に関しては、重要性を認識しながらも実質的な取り組みは遅れており、宮崎県内で

も職業として文化・芸術に携わる若年層が活躍する場の創出の限界が顕在化され、

宮崎県という地方都市での文化・芸術に携わる人材の育成の場、環境づくりが喫

緊の課題として挙げられている。 

宮崎県民に対する文化・芸術への意識の醸成、またこれらの活動に携わる人材の

ネットワーク化が計画されており、前出の課題の解決に向けた取り組みを実現する

契機となると認識している。 

 また今年度より公益法人に関する法令等も改訂となり、当法人としても課題解決
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令和７年度（２０２５年度）事業計画書（案） 
 

に取り組みつつ、法令を順守すべく、新たな組織体制で活動を継続、拡充していく

ことが求められている。芸術文化の普及及び人材育成に努め、時代に即したもの

であることを自負し「民間による自発的な文化・芸術活動」を推進し「魅力ある地域

社会を創造する」ことを念頭におき、民間公益活動の質と量を高めていくことが重

要であると認識している。 

 以上の環境認識のもと、２０２５年（令和７年）度事業計画は、故・生賴範義氏が遺

したイラスト、絵画作品を活用し、宮崎県内での文化・芸術に対する県民の意識の

醸成及び、文化・芸術に携わる人材育成を柱に諸施策を達成するための活動とし

て位置づける。 

【基本方針】 

故・生賴範義氏が遺したイラスト及び絵画作品を保存・保管に努めると共に、宮崎県

内での展示会等を企画し、文化・芸術に携わる若手の人材育成と県民の文化に対する

意識の醸成を企図することで、地域社会の発展に寄与することを目的として２０２５年

（令和７年）度は次の３項目を軸に事業計画を策定する。 

１） 展覧会の開催、常設の展示会場の設置実現に向けての計画策定 

２） 故・生賴範義氏の作品・約３，０００点の保存及び調査研究 

３） 若手アーティスト育成のための支援 

 

【２０２５年（令和７）年度事業方針】 

基本方針に基づき、宮崎県の芸術・文化を取り巻く環境変化・課題を適切にとらえ

つつ、以下の具体的活動を積極的に推進する。 

 

１） 展覧会の開催、常設の展示会場の設置・実現に向けての計画策定 

・年１回１カ月程度の展覧会の開催 

・常設展示会場の設置に向けての調査研究、提言活動 
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令和７年度（２０２５年度）事業計画書（案） 
 

・宮崎県内からの生賴作品に関する情報の発信 

 

２） 故・生賴範義氏の作品・約３，０００点の保存及び調査研究 

・故・生賴範義氏が遺したイラスト及び絵画作品の制作年度の調査 

・イラスト及び絵画作品の制作目的の解明 

・イラスト及び絵画作品の保管場所への収蔵を行い、保存に要する経費 

を捻出する。 

・常設の展示会場設置に向けて議論を深め、実現に向けて関係機関への提

案を行う 

 

３） 若手アーティスト育成のための支援 

・芸術文化のさらなる普及を目指し「生賴範義賞」を継続して実施するため

の準備及び関係機関との連携を図る 

・将来のアーティストと成りえる人材の育成に係る課題と取組について 

 議論を深める 

 

「事業実施内容」 

〈公益事業〉 

 

１． 故・生賴範義氏の遺した作品の普及・啓発を目的とし、展覧会を開催するた

めの企画を行うと共に、常設展示会場の設置に関する事業（公１） 

 （１）展覧会開催のための企画案策定（公１－③） 

    新たな展覧会企画案の策定。 

 （２）常設展示場設置の計画策定（公１－①） 

生賴作品が日常の中でいつでも見られるような環境を創造するため、宮 

崎県内に常設展示場を設置するための計画策定に着手し、関係機関と調整。

必要であれば関係機関に提案し実現に向けての活動を行う。 
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令和７年度（２０２５年度）事業計画書（案） 
 

 

２． 故・生賴範義氏の遺した作品の保存及び調査研究に関する事業（公 1－②） 

（１） 生賴範義作品の調査研究（公１－②） 

現在、故・生賴範義氏のみやざきアートセンター及び宮崎市歴史資料館に

保管されているイラスト・及び絵画作品の詳細（制作年度、制作の目的、

画材等）を調査し後世に遺していく資料として整備するための調査研究

を行う。 

（２） 生賴作品保存のための施設設置の計画策定（公１－②） 

前項の作品を保存、保管していくための関係機関と調整し実現に向けて

の活動を行う。 

 （３）上記（１）（２）を達成するため、広く賛助会員及び寄付を募るための 

    広報を行う。 

３．若手アーティスト育成のための支援に関する事業（公２） 

（１）第６回「生賴範義賞」の公募事業（公２－①） 

芸術文化のさらなる普及を目指し、第６回「生賴範義賞」を公募し、 

受賞者発表会等を開催し若手アーティストとイラスト分野における産業と

の幅広い連携を図る契機とする。２０２５年１１月に授賞式を予定。 

 

 （２）若手アーティスト育成の場となるよう他団体(出版者、NPO 等)との連携 に

より、将来のイラストレーター、画家を目指す人材の育成に関わる課題と

取り組みについて学習会、意見交換会等を開催する。（公３） 

 

〈その他事業〉 

４． 関連商品の製作・販売の企画立案等 

 （１）複製原画等の製作・販売に関する事業（収１） 

令和６年度から、当法人は公益事業に徹するために、基本的に収益事業は

行わないものとする。 
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（単位：円）

公１ 公２ 公３ 共通

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0

200,000 0 200,000 0 0 0 0 200,000 0 200,000
0 0 0

200,000 200,000 200,000 200,000
0 0 0

1,230,000 0 1,230,000 1,560,150 1,200,000 0 30,000 0 0 1,230,000
1,200,000 0 1,200,000 1,560,150 1,200,000 1,200,000

0 0 0
30,000 0 30,000 30,000 30,000

0 0 0 0
0 0 0 0
0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0
0 30 200 215 0 0 0 0 0 30

0 0 0
30 200 215 30

0 0 0

1,430,0301,560,365 1,200,000 0 30,000 200,000 0

　　　　　　受取利息

　　　　経常収益計 1,430,000 30 1,430,000

　　　　⑥受取負担金

　　　　⑦受取寄付金

　　　　⑧雑収入
　　　　　　雑収入

　　　　⑤受取補助金

　　　　　　名誉会員受取会費
　　　　④事業収益
（公１）博物館事業
（公２）表彰事業
（公３）学習会開催事業
収益事業

　　　　
　　　　②特定資産運用益

　　　　③受取会費
     　　　 正会員受取会費
　　　　　　賛助会員受取会費

収益事業１ 合計

Ⅰ　一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
　　（１）経常収益
　　　　①基本財産運用益

令和６年度（２０２５年度）収支予算書
２０２５年４月１日　～　２０２５年６月３１日

公益社団法人生賴範義記念みやざき文化推進協会

公益目的
事業会計

法人会計
令和７年度

（予算）
令和６年度

（実績）
公益目的事業会計（内訳表）

R7収支予算書案
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（単位：円）

公１ 公２ 公３ 共通

1,313,000 85,000 1,488,000 1,538,382 235,000 1,078,000 0 85,000 0 1,398,000
550,000 0 550,000 542,894 550,000 550,000

0 0 0 0
0 10,000 10,000 10,000 10,000
0 0 0 0

250,000 0 250,000 223,240 250,000 250,000
20,000 0 20,000 69,220 10,000 10,000 20,000

0 0 0 0
100,000 0 100,000 153,738 100,000 100,000
10,000 0 10,000 8,789 5,000 5,000 10,000

0 0 0 0
0 0 0 0

160,000 0 160,000 135,000 160,000 160,000
3,000 75,000 78,000 95,160 3,000 75,000 78,000

0 0 0 0
110,000 0 100,000 149,971 110,000 110,000
35,000 0 35,000 35,000 35,000

0 0 100,000 128,030 0
10,000 0 10,000 10,000 10,000
65,000 0 65,000 32,340 65,000 65,000

0 0 0 0
0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0
0 0
0 0
0 0
0 0

0 85,000 0 1,398,0001,313,000 85,000 1,488,000 1,538,382 235,000 1,078,000

　　　　　　役員報酬
　　　　　　給与手当
　　　　　　臨時雇賃金
　　　　　　退職給付費用

　　　　経常費用計

　　　　　　外注費
　　　　　　資料購入費
　　　　　　地代家賃

　　　　管理費

　　　　　　事務用消耗品費
　　　　　　諸謝金
　　　　　　支払手数料
　　　　　　新聞図書費
　　　　　　水道光熱費
　　　　　　賃借料

　　　　　　旅費交通費
　　　　　　交際費
　　　　　　支払報酬
　　　　　　通信費
　　　　　　消耗品費
　　　　　　印刷製本費

　　（２）経常費用
　　　　事業費
　　　　　　仕入
　　　　　　人件費
　　　　　　福利厚生費
　　　　　　運賃

公益目的
事業会計

法人会計
令和７年度

（予算）
令和６年度

（実績）
公益目的事業会計（内訳表）

収益事業１ 合計
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公１ 公２ 公３ 共通
117,000 (84,970) (58,000) 21,983 965,000 (1,078,000) 30,000 115,000 0 32,030

0
0
0
0

7
0 0
0 0
0 7 0
0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0
0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

117,000 (84,970) (58,000) 21,990 965,000 (1,078,000) 30,000 115,000 0 32,030
71,000 0 0 0

117,000 (84,970) (58,000) (49,010) 965,000 (1,078,000) 30,000 115,000 0 32,030
3,366,913 3,415,923
3,308,913 3,366,913

0 0
0 0
0 0

3,308,913 3,366,913Ⅲ　正味財産期末残高

Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　　受取補助金等
　　　一般正味財産への振替額
　　　当期指定財産増減額
　　　指定正味財産期首額　
　　　指定正味財産期末額

　　　当期経常外増減額
税引前当期一般正味財産増減額
法人税・住民税・事業税
　当期一般正味財産増減額
　一般正味財産期首残高
　一般正味財産期末残高

　　経常外収益計
　　（２）経常外費用
　　　　固定資産売却損

　　経常外費用計

２．経常外増減の部
　　（１）経常外収益
　　　　固定資産売却益
　　　　雑収入
　　　　受取利息

965,000 (1,078,000) 30,000 115,000 0 32,030

　　評価損益等計

　　　当期経常増減額 117,000 (84,970) (58,000) 21,983

収益事業１ 合計

　　評価損益等調整前当期経常増減額
　　基本財産評価損益等
　　特定資産評価損益等
　　投資有価証券評価損益等

公益目的
事業会計

法人会計
令和７年度

（予算）
令和６年度

（実績）
公益目的事業会計（内訳表）
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